
三菱電機株式会社

耐震強度計算書（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

「建築設備耐震設計・施工指針」（2014年版一般財団法人日本建築センター）の第１編　第３章（設備
機器の耐震支持）　３．２　アンカーボルトによる耐震支持(直接支持)に準じて検討する。

１．機種＝ 産業用除湿機＜天埋形冷却機能付＞
２．形名＝ RE-SP5B1（-BKN）
３．機器諸元
　（１）機器質量：Ｗ 　　　Ｗ＝ 126.0 ㎏
　（２）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
　　　①総本数　：ｎ 　　　ｎ＝ 4 本
　　　②ｻｲｽﾞ　 　　　　Ｍ 10
　　　③一本あたりの軸断面積（呼径による断面積）　 Ａ＝ 7.85.E-05 ｍ2
　　　④機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ総本数：ｎｔ
　 　　　ｎｔ＝ 2 本
　　　⑤材質
　（３）据え付け面より機器重心までの高さ　　　　　　 ｈＧ＝ 0.224 ｍ
　（４）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄｽﾊﾟﾝ　　　　　　　　　 ｌ＝ 1.034 ｍ
　（５）検討する方向から見たﾎﾞﾙﾄ中心から機器重心までの水平距離

　　ｌＧ＝ 0.496 ｍ　（ｌＧ≦ｌ/２）
４．検討計算
　（１）設計用水平震度　：ＫＨ 　ＫＨ＝ 1.5 　とする。
　（２）設計用垂直震度　：ＫＶ ＫＶ＝ＫＨ/２＝ 0.75
　（３）設計用水平地震力　：ＦＨ ＦＨ＝ＫＨ×９．８・Ｗ＝ 1852.2 N
　（４）設計用鉛直地震力　：ＦＶ ＦＶ＝ＫＶ×９．８・Ｗ＝ 926.1 N
　（５）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用する引抜き力　：Ｒｂ

　　　　Ｒｂ＝｛ＦＨ・ｈＧ＋（９．８・Ｗ＋ＦＶ）・（ｌ－ｌＧ）｝／｛ｌ・ｎｔ｝＝ 762.8 N
　（６）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの1本当たりに作用するせん断力　：Ｑ

Ｑ＝ＦＨ／ｎ＝ 463.1 N
　（７）ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに生ずる応力度
　　　①引っ張り応力度　σ 　　　　　σ＝Ｒｂ／Ａ／1000000＝ 9.7 MPａ

　　　　　σ＝ 9.7 ＜ft＝ 176.0 MPａ
　　　②せん断応力度　τ 　　　　　τ＝Ｑ／Ａ／1000000＝ 5.9 MPａ

　　　　　τ＝ 5.9 ＜fs＝ 101.0 MPａ
　　　③引っ張りとせん断を同時に受ける場合

　　　　　ｆｔｓ＝1.4ｆｔ－1.6τ＝ 237.0 MPａ
　　　　σ＝ 9.7 ＜fts＝ 237.0 MPａ

　（８）「建築設備耐震設計･施工指針」（2014年版一般財団法人日本建築センター）の第１編　付表１より
　　　①ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ施工法　＝ 埋込式L形、LA形ボルト
　　　②ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ＝ 120 ｍｍ ＝ 0.12 ｍ
　　　③ﾎﾞﾙﾄの埋め込み長さ　　　　　　　

　L＝ 80 ｍｍ ＝ 0.08 ｍ
　　　④許容引き抜き荷重　　　　 Ｔａ＝ 2600 N

Ｔａ＝ 2600 N＞Rb＝ 762.8 N
以上の計算より、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは十分な強度を有している。

(注）本機の施工において、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの頭部が据付け足の穴より脱落しない様に座金等を
　　　使用してください。
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